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添付公開書類：

- 国際調査報告 （条約第 2 1条 (3))

電動車両用バ ッテ リパ ックにおいて、バ ッテ リ （4 2 ) を載置 す るバ ッテ リ トレー （3 8 ) の 冷却通路
は、上流端 が冷却空 気吸入 口 （4 8 a ) に接続 され る第 1 冷却通路 （P 1 ) と、 〕；ま却通路 （尸 ？）
の両側 に配置 され て下流 端が冷却 空気排 出 口 （4 9 a ) に接続 され る二つの第 2 冷却通路 （P 2 ) と、
第 1 冷却通路 （P 1 ) お よび二 つの第 2 冷却通路 （P 2 ) を接続 す る第 3 冷却通路 （P 3 ) とを備 える
ので、比較 的に高温 にな り易いバ ッテ リ トレ一 （3 8 ) の 中央部側 に位置 す る第 1 冷却通路 （Ρ 1 き
流れ る冷却 空 気が低 温 かつ大流量 にな り、比較 的 に低 温 にな り易 いバ ッテ リ トレー （3 ゑしの呵¾音ヌ貝1

に位置 す る第 2 冷却 通 路 （Ρ 2 ) を流れ る冷却 空 気が高温 か つ小流量 にな る ことで 、複 数 のハ ツ丁 リ
( 4 2 ) の温度 を均一化す る ことがで きる。



明 細 書

発明の名称 ：電動車両用バッテリパック

技術分野

[0001 ] 本発明は、冷却空気吸入口および冷却空気排出口に接続された冷却通路を

有するバッテリトレ一に複数のバッテリを載置 し、前記冷却通路を流れる冷

却空気で前記/ ッテリを冷却する電動車両用バッテリパック電動車両用バッ

テリパックに関する。

背景技術

[0002] 箱状の区画壁の上面開口部を覆うヒー 卜シンクの上面に単電池セル群を支

持 し、区画壁の内部の冷却通路に冷却空気を流すことで、発熱 した単電池セ

ル群を冷却空気で冷却するものが、下記特許文献 1 により公知である。

先行技術文献

特許文献

[0003] 特許文献1 ：日本特開 2 0 0 9 — 3 0 1 8 7 7 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題

[0004] ところで、バッテリトレ一の上面に発熱部材である複数のバッテリを並べ

て支持 した場合、バッテリトレーの中央部は周囲の全周がバッテリで取り囲

まれるために比較的に高温になり易く、逆にバッテリトレ一の端部は周囲の

半周だけが/ ッテリで取り囲まれるために比較的に低温になり易いという傾

向がある。

[0005] しかしながら、バッテリトレ一の内部に形成 した冷却通路の一端側から他

端側に直線状に冷却空気を流すだけでは、バッテリ卜レ一の中央部と端部と

で冷却効果が同じになるため、バッテリトレーの中央部側に位置するバッテ

リが高温になってバッテリ卜レーの端部側に位置するバッテリが低温になり

、高温なるバッテリの寿命が短くなる問題がある。

[0006] 本発明は前述の事情に鑑みてなされたもので、内部を冷却空気が流れるバ



ッテリトレ一に支持 した複数のバッテリの温度を均一化することを目的とす

る。

課題を解決するための手段
[0007] 上記目的を達成するために、本発明によれば、冷却空気吸入口および冷却

空気排出口に接続された冷却通路を有するバッテリトレ一に複数のバッテリ

を載置 し、前記冷却通路を流れる冷却空気で前記バッテリを冷却する電動車

両用バッテリパックであって、前記冷却通路は、上流端が前記冷却空気吸入

口に接続される第 1冷却通路と、前記第 1冷却通路の両側に配置されて下流

端が前記冷却空気排出口に接続される二つの第 2 冷却通路と、前記第 1冷却

通路および前記二つの第 2 冷却通路を接続する第 3 冷却通路とを備えること

を第 1 の特徴とする電動車両用バッテリパックが提案される。

[0008] また本発明によれば、前記第 1 の特徴に加えて、前記第 1冷却通路は、第

1 の方向に冷却空気が流れる第 1通路と、前記第 1通路の下流側に接続され

て前記第 1 の方向とは逆の第 2 の方向に冷却空気が流れる第 2 通路とを備え

、前記第 1通路および前記第 2 通路は相互に隣接することを第 2 の特徴とす

る電動車両用バッテリパックが提案される。

[0009] また本発明によれば、前記第 1 または第 2 の特徴に加えて、前記第 1冷却

通路は、前記第 3 冷却通路の一部に接続される上流側部分と、前記第 3 冷却

通路の他の一部に接続される下流側部分とを備え、前記上流側部分の下流端

および前記下流側部分の下流端は冷却空気の流れを阻止する阻止部材を挟ん

で相互に付き当てられることを第 3 の特徴とする電動車両用バッテ リノ《ック

が提案される。

[001 0] また本発明によれば、前記第 3 の特徴に加えて、前記第 1冷却通路および

前記第 2 冷却通路を接続する第 4 冷却通路を備え、前記第 4 冷却通路の入口

部は前記第 1冷却通路の前記上流側部分に設けられることを第 4 の特徴とす

る電動車両用バッテリパックが提案される。

[001 1] 尚、実施の形態のバッテリモジュール 4 2 は本発明のバッテリに対応 し、

実施の形態の第 3 通路形成部材 4 5 c は本発明の阻止部材に対応 し、実施の



形態の第 2 通路 b は本発明の下流側部分に対応 し、実施の形態の第 3 通路 c

は本発明の上流側部分に対応する。

発明の効果

[001 2] 本発明の第 1 の特徴によれば、バッテ リを載置するバッテ リトレ一の冷却

通路は、上流端が冷却空気吸入口に接続される第 1 冷却通路と、第 1 冷却通

路の両側に配置されて下流端が冷却空気排出口に接続される二つの第 2 冷却

通路と、第 1 冷却通路および二つの第 2 冷却通路を接続する第 3 冷却通路と

を備えるので、比較的に高温になり易いバッテ リトレ一の中央部側に位置す

る第 1 冷却通路を流れる冷却空気が低温かつ大流量になり、比較的に低温に

なり易いバッテ リ卜レーの両端部側に位置する第 2 冷却通路を流れる冷却空

気が高温かつ小流量になることで、複数のバッテ リの温度を均一化すること

ができる。

[001 3] また本発明の第 2 の特徴によれば、第 1 の方向に冷却空気が流れる第 1 冷

却通路の第 1 通路と、第 1 通路の下流側に接続されて前記第 1 の方向とは逆

の第 2 の方向に冷却空気が流れる第 1 冷却通路の第 2 通路とを相互に隣接さ

せたので、上流側の第 1 通路を流れる比較的に低温の冷却空気と、下流側の

第 2 通路を流れる比較的に高温の冷却空気とが熱交換することで、第 1 通路

および第 2 通路の冷却空気の温度を均一化 してバッテ リを均一に冷却するこ

とができる。

[0014] また本発明の第 3 の特徴によれば、第 1 冷却通路は上流側部分および下流

側部分を備え、上流側部分は第 3 冷却通路の一部に接続され、下流側部分は

第 3 冷却通路の他の一部に接続される。上流側部分の下流端および下流側部

分の下流端は冷却空気の流れを阻止する阻止部材を挟んで相互に突き合わさ

れるので、冷却空気吸入口から第 1 冷却通路の上流側部分に供給された冷却

空気を阻止部材で阻止 して第 3 冷却通路の一部に積極的に供給することがで

きる。これにより、第 1 冷却通路の上流側部分の冷却空気が下流側部分に流

入 して第 3 冷却通路の他の一部だけに供給されて しまい、第 3 冷却通路の一

部に供給され難 くなる事態を回避することができる。



[001 5] また本発 明の第 4 の特徴 によれ ば、 第 1 冷却通路 および第 2 冷却通路 を接

続 す る第 4 冷却通路 の入 口部 を第 1 冷却通路 の上流側部分 に設 けたので、 第

冷却通路 の上流側部分 を流れ る冷却空気 を阻止部材 で阻止 して入 口部 か ら

第 4 冷却通路 に積極 的 に供給 す る ことがで きる。

図面 の簡単 な説明

[001 6] [ 図 1] 図 1 は電気 自動車 の側面 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図2] 図 2 はバ ッテ リパ ックの斜視 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図3] 図 3 はバ ッテ リ トレ一の分解斜視 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図4 ] 図 4 はバ ッテ リ トレ一内の冷却空気の通路 を示 す図であ る。 （第 1 の実

施 の形態）

[ 図 5] 図 5 は図 2 の 5 _ 5 線 断面 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図 6] 図 6 は図 2 の 6 — 6 線 断面 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図7] 図 7 は図 3 の 7 _ 7 線 断面 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図8] 図 8 は図 3 の 8 _ 8 線 断面 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

[ 図 9] 図 9 は図 4 の 9 方 向矢視 図であ る。 （第 1 の実施 の形態）

符号 の説明

2 8 a 入 口部

3 8 パ ッ テ リ トレ一

4 2 テ リモ ジ ュ 一 リレ テ リ）

4 5 c 第 3 通路形成部材 （阻止部材）

4 8 a 冷却空気吸入 口

4 9 a 冷却空気排 出 口

P 第 1 冷却通路

P 2 第 2 冷却通路

P 3 第 3 冷却通路

P 4 第 4 冷却通路

a 第 1 通路

b 第 2 通路 （下流側部分）



c 第 3 通路 （上流側部分）

発明を実施するための形態

[001 8] 以下、 図 1 〜図 9 に基づいて本発明の実施 の形態 を説明する。

第 1 の実施の形態

[001 9] 図 1 および図 2 に示すように、電気 自動車の車体 フ レーム 1 1 は、車体前

後方向に延び る左右一対の フロアフ レーム 1 2 ， 1 2 と、 フロアフ レーム 1

2 ， 2 の前端 か ら上方 に屈曲 しなが ら前方 に延び る左右一対の フロン トサ

イ ドフ レーム 1 3 ， 1 3 と、 フロアフ レーム 1 2 ， 1 2 の後端 か ら上方 に屈

曲 しなが ら後方 に延び る左右一対の リャサイ ドフ レーム 1 4 ， 1 4 と、 フロ

ァフ レーム 1 2 ， 2 の車幅方向外側 に配置 された左右一対のサイ ドシル 1

5 , 1 5 と、サイ ドシル 1 5 ， 1 5 の前端 をフロアフ レーム 1 2 ， 1 2 の前

端 に接続 する左右一対の フロン トアウ トリガ一 1 6 ， 1 6 と、サイ ドシル 1

5 , 1 5 の後端 をフロアフ レーム 1 2 ， 1 2 の後端 に接続 する左右一対の リ

ャアウ トリガ一 1 7 ， 1 7 と、左右一対の フロン トサイ ドフ レーム 1 3 ，

3 の前端部 間を車幅方向に接続 するフロン トバ ンパー ビーム 1 8 と、左 右 —

対の フロアフ レー ム 1 2 ， 2 の前端部 間を車幅方向に接続 するフ ロ ン トク

ロスメンバ 1 9 と、左右一対の フロアフ レーム 1 2 ， 2 の前後方向中間部

間を車幅方向に接続 するミ ドル クロスメンバ 2 0 と、左右一対の リャサイ ド

フ レーム 1 4 ， 4 の前後方向中間部 間を車幅方向に接続 する リャ クロスメ

ンバ 2 と、左右一対の リャサイ ドフ レーム 1 4 ， 4 の後端部 間を車幅方

向に接続 する リャバ ンパー ビーム 2 2 とを備 える。

[0020] 電気 自動車の走行用駆動源 であるモータ ジェネ レータ 2 3 の電源 となる

バ ッテ リパ ック 3 は車体 フ レーム 1 1 の下面側 か ら吊 り下 げ支持 され る。

即 ち、バ ッテ リパ ック 3 1 の下面 には車幅方向に延び るフロン ト吊 り下 げ ビ

—厶 3 2 、 ミ ドル 吊 り下 げ ビーム 3 3 および リャ吊 り下 げ ビーム 3 4 が固定

されてお り、 フロン 卜吊 り下 げ ビーム 3 2 の両端 が左右一対の フロアフ レ一

厶 1 2 ， 1 2 の前部 に固定 され、 ミ ドル 吊 り下 げ ビーム 3 3 の両端 が左右一

対の フロアフ レーム 1 2 ， 1 2 の後部 に固定 され、 リャ吊 り下 げ ビーム 3 4



の両端 が左右 一対 の リャサ イ ドフ レーム 1 4 ， 4 の前部 か ら垂 下 す る支持

部 材 3 5 , 3 5 の下端 に固定 され る。 またバ ッテ リパ ック 3 の前端 の車幅

方 向 中央部 が前部 ブラケ ッ 卜3 6 を介 して フ ロン トク ロス メ ンバ 1 9 に支持

され る とともに、 バ ッテ リパ ック 3 の後端 の車幅方 向 中央部 が後部 プラケ

ッ 卜3 7 を介 して リャ ク ロス メ ンバ 2 1 に支持 され る。 更 に、 パ ッ テ 、J パ ッ

ク 3 1 は、 フ ロン 卜吊 り下 げ ビーム 3 2 お よび ミ ドル 吊 り下 げ ビーム 3 3 の

中間位 置 において、 ミ ドル ク ロス メ ンバ 2 0 の下面 に支持 され る。

[0021 ] テ リパ ック 3 1 を車体 フ レーム 1 1 に支持 した状 態 で、 ッテ 《ッ

ク 3 1 の上面 は、 車室 2 5 の下部 に フ ロアパ ネル 2 6 を介 して対 向す る。即

ち、 本実施 の形 態 のバ ッテ リパ ック 3 1 は、 車室 2 5 の外部 に配置 され る。

[0022] テ リパ ック 3 1 は、 金属製 のバ ッテ リ トレ一 3 8 と、 テ リ トレ一

3 8 に上方 か ら重 ね合 わ され た合成樹 脂製 のバ ッテ リカバ 一 3 9 とを備 え る

。 バ ッテ リ トレ一 3 8 の周縁部 とバ ッテ リカバ 一 3 9 の周縁部 とは、 シール

部 材 4 0 ( 図 2 参 照 ） を挟 んで多数 のボル ト4 1 で締結 され て お り、従 つ

てバ ッテ リパ ック 3 の 内部 は基本 的 に密 閉 され た空 間 とな る。 バ ッテ リ 卜

レ一 3 8 の上面 には、複数 のバ ッテ リセル を直列 に積 層 したバ ッテ リモジ ュ

—ル 4 2 が複数個搭載 され る。 テ リ トレ一 3 8 お よびバ ッテ リカバ 一

3 9 は、 本発 明のバ ッテ リケー ス 2 4 を構成 す る。

[0023] 図 3 〜図 6 に示 す よ うに、 テ リ トレ一 3 8 は、 ア ッパ ー プ レー ト4 3

と口ア ブ レ一 卜4 4 とを複数 の通路形成部 材 4 5 a ~ 4 5 i を挟 んで結 合 し

た もので、 それ らの間 に冷却空 気 が流 れ る冷却通路 が形成 され て お り、 ア ツ

パ ー プ レー 卜4 3 の上面 に接触 す るバ ッテ リモジ ュール 4 2 との間で熱 交

換 を行 い、 充放 電 によ り発熱 す るバ ッテ リモジ ュール 4 2 を冷却 す る。 ま

たバ ッテ リ トレ一 3 8 の後部 には左右 一対 の脚部 2 8 ， 2 9 によ ってバ ッテ

リ支持部 材 2 7 が一段 高 い位 置 に支持 され て お り、 その上面 に 2 個 のバ ッテ

リモジ ュール 4 2 ， 4 2 が支持 され る。 バ ッテ リ支持部 材 2 7 の 内部 には冷

却通路 が形成 され る。

[0024] バ ッテ リパ ック 3 の後部 に設 け られ た冷却装 置 4 6 は、 車幅方 向 中央部



に配置された吸入ダク 卜4 8 と、吸入ダク 卜4 8 の車幅方向両側に配置され

た左右一対の排出ダク ト4 9 ，4 9 とを備える。吸入ダク ト4 8 の下端はバ

ッテ リトレ一 3 8 の冷却通路の上流端に接続され、左右の排出ダク 卜4 9 ，

4 9 の下端はバッテ リトレ一 3 8 の冷却通路の下流端に接続される。内部に

上流側吸入通路 5 4 および下流側吸入通路 5 5 が形成された吸入ダク 卜4 8

の上部前面には、その内部にバッテ リパック3 の外部の空気を冷却空気と

して吸入するための冷却空気吸入口4 8 a が前向きに開口する。また排出ダ

ク 卜4 9 ，4 9 は、 テ リトレ一 3 8 の左右の冷却通路の下流端から上向

きに立ち上がる上流側排出通路 5 6 ， 5 6 と、上流側排出通路 5 6 ， 5 6 の

上端から車幅方向内側に連なる下流側排出通路 5 7 , 5 7 とを備えており、

下流側排出通路 5 7 ， 5 7 の直下に冷却ファン4 7 ，4 7 が配置される。冷

却ファン 4 7 ，4 7 の外周を渦巻き形のファンケ一シング5 8 ， 5 8 が取り

囲んでおり、その外端に冷却空気排出口4 9 a ，4 9 a が開口する。

[0025] 従って、冷却ファン 4 7 ，4 7 を駆動すると、吸入ダク ト4 8 の冷却空気

吸入口4 8 a から吸入された冷却空気はバッテ リトレ一 3 8 の内部に供給さ

れ、 テ リトレ一 3 8 の内部の冷却通路を流れる間にバッテ リモジュール

4 2 との間で熱交換を行った後、排出ダク ト4 9 ，4 9 の冷却ファン 4 7

，4 7 を通過 して冷却空気排出口4 9 a ，4 9 a から排出される。前記冷却

空気の一部はバッテ リ支持部材 2 7 の内部の冷却通路を流れ、その上面に支

持 した前記 2 個のバッテ リモジュール 4 2 , 4 2 を冷却する。

[0026] 次に、バッテ リトレ一 3 8 の冷却通路の構造を、図 7 〜図 9 に基づいて説

明する。

[0027] 図 9 は通路形成部材 4 5 a ~ 4 5 ί が固定されたロアプレー ト4 4 を上か

ら見た図であり、 テ リパック3 1 の冷却通路は、ロアプレー ト4 4 の車

幅方向中央部を前後方向に延びる第 1冷却通路 Ρ 1 と、ロアプレー ト4 4 車

幅方向両端部を前後方向に延びる左右一対の第 2 冷却通路 Ρ 2 ， Ρ 2 と、第

冷却通路 Ρ および第 2 冷却通路 Ρ 2 ， Ρ 2 に挟まれて車幅方向に延びる

複数の第 3 冷却通路 Ρ 3 と、口アブレ一 卜4 4 の後部に車幅方向に形成さ



れた第 4 冷却通路 P 4 (図 3 参照） とで構成 される。

[0028] 第 1 冷却通路 P は、波板 よりなる第 1 通路形成部材 4 5 a と、その前部

および左右両側部 を囲む第 2 通路形成部材 4 5 b とで構成 されるもので、

吸入ダク 卜4 8 の下端の出口部 4 8 b が第 1 通路形成部材 4 5 a の後端 に臨

んでいる。第 1 通路形成部材 4 5 a の内部 には出口部 4 8 b か ら前方に延び

る 3 本の平行な第 1 通路 a が形成 される。第 1 通路 a の下流端は左右に

U ターン し、第 1 通路形成部材 4 5 a の前半部および第 2 通路形成部材 4 5

b ， 4 5 b の間を後方に延びる左右の第 2 通路 b ， b に接続 される。 また第

通路形成部材 4 5 a の後半部および第 2 通路形成部材 4 5 b , 4 5 b の間

を前方に延びる左右の第 3 通路 c ， c が形成 される。第 2 通路 b ， b および

第 3 通路 c ， c は同一直線上に配置され、両者の突 き当た り部は車幅方向に

延びる第 3 通路形成部材 4 5 4 5 c によって遮断されている。

[0029] 第 3 冷却通路 P 3 は 1 2 枚の波板 よりなる第 4 通路形成部材 4 5 d に

より構成 されるもので、それ らの内部 に車幅方向内側か ら外側 に延びる多数

の第 4 通路 d が形成 される。第 2 、第 3 通路 b ， b ；c ， c と第 4 通路 d

とは、左右の第 2 通路形成部材 4 5 b に形成 した連通孔 卩 （図 8 参照

) によって連通する。

[0030] 左右の第 2 冷却通路 P 2 ， P 2 は実質的に左右対称 に形成 されてお り、第

3 通路形成部材 4 5 C , 4 5 c の前方に位置する4 枚の第 4 通路形成部材 4

5 d の車幅方向外端 には、前後方向に延びる左右の第 5 通路形成部材 4 5

e ， 4 5 e が配置され、第 4 通路形成部材 4 5 d および第 5 通路形成部材

4 5 e , 4 5 e の間に前後方向に延びる左右の第 5 通路 e ， e が形成 される

[0031 ] 第 3 通路形成部材 4 5 c ， 4 5 c の後方に位置する4 枚の第 4 通路形成部

材 4 5 d の車幅方向外端 には、前後方向に延びる左右の第 6 通路形成部材

4 5 f , 4 5 f が配置され、第 4 通路形成部材 4 5 d および第 6 通路形成

部材 4 5 f ， 4 5 f の間に前後方向に延びる左右の第 8 通路 h ， h が形成 さ

れるとともに、第 6 通路形成部材 4 5 f , 4 5 f の車幅方向外側 に前後方向



に延びる左右の第 6 通路 f ， f が形成される。第 5 通路 e ， e の下流端と第

6 通路 f ， f の上流端とは、第 7 通路形成部材 4 5 g ，4 5 g によって接続

される。

[0032] 最も後方に位置する4 枚の第4 通路形成部材 4 5 d の車幅方向外端には

、前後方向に延びる左右の第 8 通路形成部材 4 5 h , 4 5 h が配置され、第

4 通路形成部材 4 5 d および第 8 通路形成部材 4 5 h , 4 5 h の間に前後

方向に延びる左右の第 9 通路 し ί が形成されるとともに、第 8 通路形成部

材 4 5 h，4 5 h の車幅方向外側に前後方向に延びる左右の第 7 通路 g ， g

が形成される。第 6 通路 f ， f および第 8 通路 h， h の下流端は第 7 通路 g

， g の上流端に接続される。第 7 通路 g ， g および第 9 通路 し ί の下流端

が、一対の入口部 4 9 b ，4 9 b を介 して左右の排出ダク ト4 9 ，4 9 に接

続される。

[0033] 左側の後から2 枚目および 3 枚目の第 3 通路形成部材 4 5 c ，4 5 c の間

に車幅方向内側から外側に延びる第 1 0 通路 」が形成される。第 1 0 通路 j

の上流端は、第 2 通路形成部材 4 5 b に形成 した連通孔 q (図 8 参照）を介

して左側の第 3 通路 c に連通する。第 9 通路形成部材 4 5 ί によって遮られ

た第 1 0 通路 」の下流端が、左側の脚部 2 8 の下端の入口部 2 8 a に接続さ

れる。また右側の第 6 、第 8 通路 f ， h および第 7 通路 g の間に、右側の脚

部 2 9 の下端の出口部 2 9 a が接続される。

[0034] 次に、上記構成を備えた本発明の実施の形態の作用を説明する。

[0035] ノくッテ リパック3 1 のバッテ リケース 2 4 内に収納 したバッテ リモジュ一

ル 4 2 は充放電により発熱するため、冷却装置 4 6 によりバッテ リトレ一

3 8 の内部に供給される冷却空気で冷却される。即ち、冷却ファン 4 7 ，4

7 を駆動すると、バッテ リケース 2 4 の上面およびフロアパネル 2 6 の下面

間の空気が冷却空気として吸入ダク 卜4 8 の冷却空気吸入口4 8 a から吸入

され、吸入ダク 卜4 8 の上流側吸入通路 5 4 および下流側吸入通路 5 5 を経

てバッテ リトレ一 3 8 の内部に供給される （図 5 参照）。

[0036] 図 9 に示すように、吸入ダク ト4 8 の下端の入口部 4 8 b から、第 1通路



形成部材 4 5 a によって形成 された 3 本の第 1 通路 a と、第 1 通路形成部

材 4 5 a および第 2 通路形成部材 4 5 b , 4 5 b によって形成 された左右の

第 3 通路 c ， c とに冷却空気が流入する。 3 本の第 1 通路 a を前方 に流れ

た冷却空気は突 き当た りで左右 に U ター ン し、第 1 通路形成部材 4 5 a およ

び第 2 通路形成部材 4 5 b , 4 5 b によって形成 された左右の第 2 通路 b ，

b を後方 に流れて第 3 通路形成部材 4 5 c ， 4 5 c に突 き当たる。 その間に

、冷却空気は、第 2 通路形成部材 4 5 b ， 4 5 b に形成 した連通孔 卩 （図

8 参照）か ら4 枚 の第 4 通路形成部材 4 5 d によって形成 された第 4 通路

d を車幅方向外側 に流れた後、 4 枚 の第 4 通路形成部材 4 5 d および左

右の第 5 通路形成部材 4 5 e , 4 5 e によって形成 された左右の第 5 通路 e

， e を後方 に流れ、更に第 7 通路形成部材 4 5 g , 4 5 g で車幅方向外側 に

偏向 して第 6 通路形成部材 4 5 f ， 4 5 f の車幅方向外側の第 6 通路 f ， f

と、第 8 通路形成部材 4 5 h ， 4 5 h の車幅方向外側の第 7 通路 g ， g とを

後方 に流れ、入 口部 4 9 b ， 4 9 b か ら排 出ダク ト4 9 ， 4 9 に排 出される

第 1 通路形成部材 4 5 a および第 2 通路形成部材 4 5 b ， 4 5 b によって

形成 された左右の第 3 通路 c ， c を前方 に流れる冷却空気は第 3 通路形成部

材 4 5 c ， 4 5 c に突 き当た り、 その一部 は第 2 通路形成部材 4 5 b ， 4 5

b に形成 した連通孔 卩 （図 8 参照）か ら第 3 通路形成部材 4 5 c ， 4 5 c

の後方の 4 枚 の第 4 通路形成部材 4 5 d によって形成 された第 4 通路 d

を車幅方向外側 に流れた後、 4 枚 の第 4 通路形成部材 4 5 d および左右の

第 6 通路形成部材 4 5 f ， 4 5 f によって形成 された左右の第 8 通路 h ， h

を後方 に流れ、更に前記第 8 通路形成部材 4 5 h , 4 5 h の車幅方向外側の

第 7 通路 g ， g を介 して入 口部 4 9 b ， 4 9 b か ら排 出ダク ト4 9 ， 4 9 に

排 出される。左右の第 3 通路 c ， c を前方 に流れる冷却空気の他の一部 は、

第 2 通路形成部材 4 5 b , 4 5 b に形成 した連通孔 p か ら最 も後方の 4 枚

の第 4 通路形成部材 4 5 d によって形成 された第 4 通路 d を車幅方向外

側 に流れた後、 4 枚 の第 4 通路形成部材 4 5 d および左右の第 8 通路形成



部材 4 5 h ， 4 5 h によって形成 された左右の第 9 通路 し ί を後方に流れ

、入口部 4 9 b ， 4 9 b か ら排出ダク ト4 9 ， 4 9 に排出される。

[0038] 左側の第 3 通路 c を前方に流れる冷却空気の他の一部は、第 2 通路形成部

材 4 5 b に形成 した連通孔 q (図 8 参照）か ら第 1 0 通路 」に流入 し、そこ

か ら入口部 2 8 a および左側の脚部 2 8 を経てバ ッテ リ支持部材 2 7 の内部

の第 1 0 通路 」を左か ら右に流れ、右側の脚部 2 9 および出口部 2 9 a を経

て右側の第 7 通路 g に流入する。

[0039] 以上のように、冷却空気がバ ッテ リ トレ一 3 8 の内部 に形成 された第 1 通

路 a 〜第 1 0 通路 」を流れる間に、それ らの上面に支持 したバ ッテ リモジュ

—ル 4 2 を冷却することができる。

[0040] ところで、バ ッテ リ トレ一 3 8 の中央部では周囲の全周がバ ッテ リモジュ

—ル 4 2 によって囲まれるため、熱が逃げ難 くなつて温度が比較的に高温

になる。一方、バ ッテ リ トレ一 3 8 の外周部では周囲の半周だけがバ ッテ リ

モジュール 4 2 によって囲まれるため、熱がバ ッテ リ トレ一 3 8 の外部 に

逃げ易 くなって温度が比較的に低温になる。従 って、複数のバ ッテ リモジュ

—ル 4 2 の温度 を均一化 して耐久性 を高めるには、ノくッ テ リ トレ一 3 8 の

中央部の冷却効率 を外周部の冷却効率 よりも高 く設定する必要がある。

[0041 ] 本実施の形態によれば、バ ッテ リ トレ一 3 8 の車幅方向中央部 に配置 した

第 1 冷却通路 P には熱交換前の比較的に低温の冷却空気が流れ、バ ッテ リ

トレ一 3 8 の車幅方向両端部 に配置 した左右の第 2 冷却通路 P 2 ， P 2 には

熱交換後の比較的に高温の冷却空気が流れ、 しかも中央の第 1 冷却通路 P

を流れる冷却空気の流量は、左右各々の第 2 冷却通路 P 2 ， P を流れる冷

却空気の流量の 2 倍であるため、バ ッテ リ トレ一 3 8 の中央部および外周部

の前記温度差 を補償 して全てのバ ッテ リモジュール 4 2 均一に冷却 し、そ

れ らの温度差 を減少させることができる。

[0042] また第 1 冷却通路 P は、冷却空気が前向きに流れる上流側の第 1 通路 a

と、冷却空気が後向きに流れる下流側の第 2 通路 b ， b とが相互に隣接 し

ているので、上流側の第 1 通路 a を流れる比較的に低温の冷却空気 と、下



流側の第 2 通路 b ， b を流れる比較的に高温の冷却空気とが熱交換すること

で、第 1通路 a および第 2 通路 b ， b を流れる冷却空気の温度を均一化 し

てバッテリモジュール4 2 を均一に冷却することができる。

[0043] また仮に、第 3 通路 c ， c および第 3 通路形成部材4 5 c ，4 5 c を廃止

し、第 2 通路 b ， b をバッテリトレ一3 8 の後端部まで延長すると、その第

2 通路 b ， b の延長部分は冷却空気吸入口4 8 a から遠く離れるために冷却

空気の流量が少なくなり、それに連なる第 3 冷却通路 P 3 に充分な量の冷

却空気を供給できなくなる可能性がある。

[0044] しか しながら本実施の形態によれば、前記第 2 通路 b ， b の延長部分の代

わりに、冷却空気吸入口4 8 a から直接供給された冷却空気が前向きに流れ

る第 3 通路 c ， c を設け、第 3 通路 c ， c および第 2 通路 b ， b の相互に対

向する下流端どうしを第 3 通路形成部材4 5 C , 4 5 c によって仕切ったの

で、第 3 通路 c ， c および第 2 通路 b ， b に連なる全ての第 3 冷却通路 P 3

に充分な量の冷却空気を均等に供給することができる。

[0045] またバッテリトレ一3 8 から上方に離間した位置に設けた第4 冷却通路 P

4 は、流路抵抗が大きくなるために充分な量の冷却空気が供給され難 くなる

が、第 3 通路形成部材4 5 c によって行き止まりになった第 3 通路 c から第

4 冷却通路 P 4 に冷却空気を分岐させるので、充分な量の冷却空気を第4 冷

却通路に積極的に供給することができる。

[0046] 以上、本発明の実施の形態を説明したが、本発明はその要旨を逸脱 しない

範囲で種々の設計変更を行うことが可能である。

[0047] 例えば、実施の形態では冷却空気吸入口4 8 a および冷却空気排出口4 9

a をバッテリトレ一3 8 の後端部に設けているが、それらをバッテリトレ一

3 8 の前端部や左右一方の側部に設けても良い。



請求の範囲

冷却空気吸入 口 （4 8 a ) および冷却空気排 出口 （4 9 a ) に接続

された冷却通路 を有するバ ッテ リ トレ一 （3 8 ) に複数のバ ッテ リ （

4 2 ) を載置 し、前記冷却通路 を流れる冷却空気で前記バ ッテ リ （4

2 ) を冷却する電動車両用バ ッテ リパ ックであ って、

前記冷却通路 は、上流端が前記冷却空気吸入 口 （4 8 a ) に接続 さ

れる第 1 冷却通路 （P 1 ) と、前記第 1 冷却通路 （P 1 ) の両側 に配

置 されて下流端が前記冷却空気排 出口 （4 9 a ) に接続 される二つの

第 2 冷却通路 （P 2 ) と、前記第 1 冷却通路 （P 1 ) および前記二つ

の第 2 冷却通路 （P 2 ) を接続する第 3 冷却通路 （P 3 ) とを備 える

ことを特徴 とする電動車両用バ ッテ リパ ック。

前記第 1 冷却通路 （P 1 ) は、第 1 の方向に冷却空気が流れる第 1

通路 （a ) と、前記第 1 通路 （a ) の下流側 に接続 されて前記第 1 の

方向 とは逆の第 2 の方向に冷却空気が流れる第 2 通路 （b ) とを備 え

、前記第 1 通路 （a ) および前記第 2 通路 （b ) は相互 に隣接するこ

とを特徴 とする、請求項 1 に記載の電動車両用バ ッテ リパ ック。

前記第 1 冷却通路 （P 1 ) は、前記第 3 冷却通路 （P 3 ) の一部 に

接続 される上流側部分 （c ) と、前記第 3 冷却通路 （P 3 ) の他 の一

部 に接続 される下流側部分 （b ) とを備 え、前記上流側部分 （c ) の

下流端 および前記下流側部分 （b ) の下流端 は冷却空気の流れを阻止

する阻止部材 （4 5 c ) を挟 んで相互 に付 き当て られることを特徴 と

する、請求項 1 または請求項 2 に記載の電動車両用バ ッテ リパ ック。

前記第 1 冷却通路 （P 1 ) および前記第 2 冷却通路 （P 2 ) を接続

する第 4 冷却通路 （P 4 ) を備 え、前記第 4 冷却通路 （P 4 ) の入 口

部 （2 8 a ) は前記第 1 冷却通路 （P 1 ) の前記上流側部分 （c ) に

設 け られることを特徴 とする、請求項 3 に記載の電動車両用/ ッテ リ

パ ック。
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